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年度 2019（R1） 2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） 2023（R5）

KeyDate

建築
BIM
合同
会議

建築BIMのロードマップ
（設計・施⼯部⾨）
設計施⼯⼀貫⽅式のワーク
フロー検討

EIR/BEP

BIM
部会

BIMのワークフロー
（BIMモデル承認）
⼯事現場でBIMモデルを活
⽤する場⾯の整理

仮設ライブラリ標準化

教育・啓蒙

・『施⼯BIMのスタイル』
シリーズの編集・発⾏

・会員企業のBIM実態調査

主な活動内容と関連する各部会

検討・作成

ひな形検討

検証

⼿法の検討・課題点抽出 検証

⼿法の検討・課題点抽出 検証

検証

移動式クレーン（属性標準化・ライブラリの公開） その他、仮設系ライブラリ（属性標準化）

セミナー開催（⽇建連BIMセミナー・施⼯BIMのインパクト）｜リーフレット・報告書の公開

検討・作成 課題解決に向けた活動

BIM部会発⾜
(04）

施⼯BIMの
タイル2020(03）

BIMセミナー
（06）

施⼯BIMの
インパクト

事例集
2022発⾏

BIMセミナー＋
事例発表会

分析 『スタイル事例集
2022』の編集

（案）公開

中間報告書中間報告書 最終報告書

⼩冊⼦公開

報告書・
ライブラリ公開

公開

速報値公開 『施⼯BIMのスタイ
ル事例集2022』発⾏

部会1︓建築BIM環境整備部会

部会2︓BIMモデルの形状と属性情報の標準化

部会5︓BIMの情報共有基盤の整備
連携⽅法は
今後検討

ガイドライン
と連携

BLCJとの連携により
標準化をすすめた

周知②

周知①

解説❷

解説❸

『施⼯BIMのスタイル2020』編集

施⼯BIMの
インパクト(11）

施⼯BIMの
インパクト(11）

ITセミナー(02）

ITセミナー(02）

施⼯BIMの
インパクト
(11）

BIM
セミナー
(06）

BIM
実態調査

公開

公開

公開

⼩冊⼦改訂

解説❶

解説❹

建築BIM
合同会議(08）

施⼯BIMの
インパクト(11)
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周知①｜定着に向けたロードマップ
◎ 2025年︓BIMを中⼼とした業務スタイルの確⽴
◎ 2030年︓BIMを中⼼とした業務スタイルの定着⽬標︓
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周知②｜設計施⼯⼀貫⽅式のワークフロー

提⾔01｜業務区分（ステージ）の考え⽅

提⾔02｜作業期間の明確化

提⾔03｜EIR（BIM発注者情報要件）の作成

提⾔04｜BEP(BIM実⾏計画書)の作成

提⾔05｜施⼯への設計BIMモデルの受渡し

提⾔06｜施⼯BIMの進め⽅

提⾔07｜BIMを活⽤した⼯事監理の進め⽅

提⾔08｜維持管理・運⽤BIM作成

2022年６⽉に公開しました

▲国交省BIMの標準ワークフロー④に加筆・修正した⽇建連の建築BIM

▲ ⽇建連の建築BIM（提⾔を８項⽬として整理）
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解説❶｜⼯事現場で活⽤する場⾯を整理
『施⼯BIMの活⽤ガイド』
本年３⽉にリリースした内容に加筆、
新たな項⽬を追加してリリースします
（公開︓2023年１⽉公開［予定］）

▲ ⼯事⼯程に対してBIMの活⽤場⾯をプロット

▲ BIM取組み分析ツールとして⽬標設定シートを準備

▲ BIMデータを⽤いた活⽤⼿順を12項⽬解説

加筆

追加

追加

01 揚重計画
02 測量
03 点群・重ね合わせ
04 杭芯管理
05 ICT 建機連携
06 建築・設備重ね合わせ

07 ⼲渉チェック
08 遠隔検査
09 設備検査
10 設備プレカット
11 BIM パンフレット
12 設備・仕上げx
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解説❷｜啓発・教育の活動（セミナー）
⽇建連BIMセミナー 施⼯BIMのインパクト2022

主催 ︓⽇本建設業連合会 BIM部会
開催⽇ ︓2022年6⽉17⽇（⾦）
開催⽅式︓WEB開催（当⽇配信のみ）
参加者 ︓922名

主催 ︓⽇刊建設通信新聞社
後援 ︓⽇本建設業連合会
開催⽇ ︓2022年12⽉13⽇（⽕）〜25⽇（⽇）
開催⽅式︓WEB開催（オンデマンド配信）
申込者 ︓1,450名

• 「ロードマップ」「設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIM
ワークフロー」の解説

• 「BIMモデル承認」「BIM活⽤」「BIM活⽤の実態調
査」の報告 【主題】

・国交省からの報告 ︓１題
・ライフサイクルコンサル︓１題
・施⼯BIM（⽊造） ︓１題
・専⾨⼯事会社連携の事例︓１題
・社内展開・推進の事例 ︓１題
・⽇建連からの報告 ︓１題

◎登録受付中です︕
◎説明資料︓
・BIM部会HPから開催当⽇からDLできます

実際の⼯事現場でBIMをどのように活⽤しているのか、
の視点から解説する今回で８年⽬になるイベント

◎当⽇の説明資料︓
・HPからDLできます
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解説❸｜『施⼯BIMのスタイル事例集2022』
『施⼯BIMのスタイル 事例集2022』（仮）
◎ BIM部会に参加している企業の事例を紹介（事例集2018以来）
◎ 掲載企業︓元請（19社）｜専⾨⼯事会社（31社）［予定］
◎ 公開︓2023年3⽉（予定）｜⽇建連HP（PDF形式で無償公開）

過去の事例集を公開しています（今回も『施⼯BIMのスタイル事例集』シリーズを継承）

▲ 前回の事例集表紙
（2018年度）

▲ 『スタイル2020』に掲載されたケーススタディ
（作業のワークフローを記載しています）

◎ 事例発表会開催予定︕
来 年 度 は 『 事 例 集
2022』を題材とした事
例発表会の開催を計画し
ています

前回
表紙

本⽂
イメージ 告知
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解説❹｜BIM活⽤の実情把握に関するアンケート
◎⽇建連会員企業に対する調査（調査︓2021年12⽉）
◎ 回答企業40社（回答率︓56％）
◎ 回答したすべての企業がBIMに取り組んでいる
◎ 公開︓⽇建連HPに掲載済み

【質問内容】

Q1. 企業の規模（従業員数）

Q2. BIMの導⼊状況

Q3. ⽅針・体制・進め⽅

Q4. 設計でのBIM活⽤状況

Q5. 施⼯でのBIM活⽤状況

Q6. リニューアル・改修⼯事でのBIM活⽤状況

Q7. BIM推進基盤

Q8. 効果・課題・将来性

設計モデルの作成（取組件数の割合）

・意匠モデル作成︓約35％［約46％］

・構造モデル作成︓約29％［約34％］

・設備モデル作成︓約19％［約27％］

・３部⾨整合性 ︓約23％［約30％］

施⼯モデルの作成（取組件数の割合）

・施⼯モデル作成︓約47％［約58％］

注︓
［ ］内の数値は、BIM導⼊6年以上の企業を対象とし割合



8©2022 一般社団法人 日本建設業連合会

各種資料の⼊⼿先｜⽇建連 - BIM部会HP




